
４―１ 歯科保健推進基盤の整備
１．県・市町村

地域保健法では、住民に身近な頻度の高い歯科保健サービスは、もっとも基礎的な自治体である市町村において、一元的かつきめ細かな対応を図ることとされていることから、市町村において、母子、成人、高齢者などに対する歯科保健サービスが提供されているところです。
県（保健福祉環境事務所）は、県全体の歯科保健対策の総合調整を担うとともに、県民に対する歯科保健の重要性の啓発に努め、マンパワーの確保や従事者の資質向上を図り、市町村への技術的支援や関係機関との連携強化を図っていきます。
（１）県の歯科保健業務

① 福岡県歯科保健医療推進協議会

歯科医師会等の医療関係団体、福祉関係団体、市町村、住民代表などにより構成する「福岡県歯科保健医療推進協議会」のなかで、本県の歯科保健全般に関する審議を行うとともに、福岡県歯科保健医療計画の進行管理を行っていきます。
② 歯科保健データベースの構築・活用

市町村などが行う歯科保健データなどを集積・解析するとともに、福岡県歯科保健データベースを構築し、効果的な歯科保健施策の立案に役立てます。
③ 情報の提供・収集

県民や市町村、関係諸団体に対して、歯科保健医療に関する情報を提供するとともに、県民の歯科疾患を把握し、県民のニーズに沿った施策が展開できるように関係機関などと調整を図っていきます。
④ 普及啓発活動

歯科保健大会の開催、8020高齢者よい歯のコンクール、母と子のよい歯のコンクールなどを通じて、県民への普及啓発活動を関係団体と連携のうえ実施します。
⑤ 関係団体、事業所、学校との連携

全てのライフステージにおいて円滑で効果的な事業を展開するため、歯科保健医療関係団体をはじめ、保健・福祉関係団体や、事業所、学校の関係部局と連携を図ります。

⑥ 調査・研究

　　　　　大学、関係団体と連携して、歯科保健医療に関する調査、研究を行います。
⑦ 歯科衛生士の確保

在宅歯科衛生士活用事業を通じて、歯科医療機関や市町村での歯科保健事業に必要な歯科衛生士を確保します。
図４－１－１　在宅歯科衛生士登録の活用事業
　　　　[image: image1.emf]在宅歯科衛生士登録の年次推移
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	事 業 名
	在宅歯科衛生士活用事業（福岡県歯科衛生士会に委託）

	開始年度
	平成５年度～

	事業目的
	地域歯科保健及び歯科医医療に従事する歯科衛生士の確保を図る

	事業内容
	1． 在宅歯科衛生士の登録及び名簿の作成（H19年度登録数 1,199人）

2． 在宅歯科衛生士研修会の開催

3． 在宅歯科衛生士への従業に関する情報提供、相談、斡旋
　　（H19年度 情報提供6,918件、相談548件、成立件数5,641件）


（２）保健福祉環境事務所の歯科保健業務

① 地域歯科保健医療推進協議会

保健福祉環境事務所は、地域における歯科保健の中核となるべき組織として、管内の歯科医師会などの医療関係団体、福祉関係団体、市町村、住民代表などにより構成される地域歯科保健医療推進協議会を設置し、地域の実状に応じた歯科保健や事業の推進を図ります。
　　図４－１－２　地域歯科保健医療推進協議会
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　※地域歯科保健医療推進協議会の設置状況

	保健福祉環境事務所名
	筑紫
	粕屋
	遠賀
	宗像
	朝倉
	糸島


② 地域における保健と福祉の連携

保健福祉環境事務所は、地域における保健と福祉施策を一体的に捉え、歯科保健を通じて地域住民の身体的健康問題のみならず、社会的健康などにも配慮する必要があります。

③ 専門的かつ技術的な業務の推進

保健福祉環境事務所は、心身障害者（児）の口腔健康管理を充実するため、在宅及び施設などの心身障害者（児）を対象とした歯科保健事業を実施します。また、管内市町村職員やその他歯科保健事業関係者を対象とした研修会を開催するなど、専門的・技術的中核として、市町村の実施する歯科保健事業を支援します。
④ 情報ネットワークの構築
地域歯科保健医療の推進のため、関係諸機関と連携しながら、地域の歯科保健に関する資料、情報を収集します。また、市町村保健センターと連携を図りながら、関係諸団体と協力し、地域における総合的な歯科保健情報ネットワークの構築に努めます。
（３）市町村の歯科保健業務

① 歯科保健事業の効率的な展開

市町村では、乳幼児歯科健康診査、健康教育、歯周疾患検診など、乳幼児期から高齢期まで一貫した歯科保健サービスを実施していることから、その結果を管理、評価しながら地域住民の健康づくりを行っていく必要があります。
歯科保健事業の実施にあたっては、市町村保健センターに口腔保健室の設置や歯科専門職の配置が望まれており、福岡県歯科衛生士会、郡市区歯科医師会と連携を図り、歯科衛生士などの協力を得ながら、効率的な事業の推進を図ることが重要です。
　　　　　　図　４－１－２　市町村における歯科専門職の配置状況
	項　　目
	団 体 数
	備　 　　　考

	歯科医師
	２市
	福岡市（２名）、北九州市（２名）

	歯科衛生士
	２市
	大牟田市（１名）、久留米市（１名）

	口腔保健室
	３市１町
	大牟田市、直方市、中間市、志摩町


② 学校歯科保健や産業歯科保健の充実

地域の学校や事業所と連携を図り、歯科保健事業が健康管理や医療費の適正化につながる情報を提供することにより、学校や事業所における歯科保健事業の推進を図ります。
③ 普及啓発について

「歯の衛生週間」や｢いいな、いい歯｣の週間には、歯科保健に関する健康教育・健康相談、保健指導、健診などを実施、地域の住民に効率よく、親しみやすい形で普及啓発を行います。
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２．研究機関
本県には九州歯科大学、九州大学、福岡歯科大学に歯学部（大学院歯学研究科）があり、県民の歯の健康管理・健康促進に関する専門的な研究を行っています。地域歯科保健の向上のためには、行政とこれらの大学歯学部が連携し、情報発信・研修・研究開発を行うことができるよう、機能の充実に努めています。
（１）歯科保健医療情報
大学の歯科保健医療に関する情報を集約し、歯科保健医療従事者のみならず、市町村保健師や介護支援専門員および看護師、理学療法士、作業療法士などのコメディカルが利用しやすいような環境づくりに努めます。
また、地域の病診連携を円滑に実施するために、要介護者や障害者（児）の歯科保健ニーズなどのデータを蓄積して、地域の後方支援病院となる病院歯科に対して情報を提供する体制づくりを図ります。
一般の県民に対しても、公開講座やホームページを通じて、親しみやすい形で歯科保健医療情報を提供する環境づくりに努めます。

ＩＴを活用し、韓国や中国をはじめとしたアジアの諸国および欧米と世界的な規模のネットワークを形成して、誰もが、どこからでも、既存の枠組みを越えて高度な学習や、情報の収集・発信が容易となる環境整備に努めます。
（２）研修
学部学生の教育に加えて、平成18年度から必須化された臨床研修医の卒後教育と大学院の充実を図り、単なる教育に留まらず、優れた歯科医師の育成や生涯研修というかたちで地域社会に貢献することが求められています。また、地域医療の現場で働く歯科医師と歯科衛生士のみならず、保健師、看護師、介護支援専門員などに対して講演や研修を行い、歯科保健医療従事者のレベルの向上を図ります。
（３）研究

大学で得られた研究成果を県民に還元することの重要性を認識し、従来の基礎的、臨床的研究と併せて、県民の健康管理や在宅介護支援設備・機器の開発に関連した研究に取り組みます。

（４）教育
アジアの玄関口としての役割を担うため、外国からの留学生を積極的に受け入れ、アジア圏の歯科分野のレベル向上を目指して臨床、研究、教育に貢献できるよう努力します。
３．関係団体

生涯にわたって歯と口の機能を保持していくためには、県民自らが積極的に健康づくりに取組むという自覚と意欲を持ち、歯科疾患に対する自己管理を実践するとともに、家庭においても歯と歯ぐきの健康づくりに努力することが大切となります。

それに加え、県、市町村のほか、福岡県歯科医師会、福岡県歯科衛生士会など歯科関係機関が、地域ぐるみ、県民総ぐるみで歯科保健向上のための活動に積極的に参加し、歯と口の健康づくりを進めていくことが求められています。

（１）福岡県歯科医師会

　　福岡県歯科医師会は、専門団体として歯科保健の重要性などについて、今後とも引き続き啓発を行うとともに、県及び市町村が実施する事業に対し積極的に協力できる体制を構築することが期待されています。また、休日歯科診療や障害者などの歯科保健医療については、県民に啓発及び周知徹底を図り、これらの分野における医療の提供に努める必要があります
　　　　さらに、在宅歯科診療や認知症老人などの歯科治療の需要が増大することが予想されことから、県歯科医師会が中心となり、特殊医療の分野におけるプライマリ・ケアの確保を、県内のいずれの地域においても確保していくことが期待されています。
　※　プライマリ・ケア
ひとそれぞれの健康問題の大部分に対し、患者との継続したパートナーシップの基に、家族と地域のなかで、診療について責任を持つ臨床医によって提供される総合的健康管理サービスのこと。

（２）福岡県歯科衛生士会
　　　　福岡県歯科衛生士会は、今後、介護予防事業の充実による市町村などの歯科保健事業の増大に伴い、歯科衛生士の需要の増加が予測されることから、県や市町村などの歯科保健事業に対する積極的な協力が必要とされます。
　　　　このため、歯科医師会などと連携を図り、歯科衛生士の研修の充実を図るとともに、増大する歯科保健事業に対応可能な体制を整備していくことが必要となります。
（３）福岡県歯科技工士会

福岡県歯科技工士会は、歯科医師の指示に従い、義歯などの歯科技工物の製作・修理などを通じ、県民の歯と口腔の健康を守るとともに、普及啓発事業などにおいて、歯科技工という専門分野に関する情報の提供を行うことが期待されています。
（４）福岡県学校歯科医会

　　　　従来、学校歯科保健は早期発見・早期治療に重点が置かれてきましたが、現在は自分にあった正しい歯磨き、糖分の適正な摂取、歯質の強化などの予防に重点がシフトし、児童・生徒にむし歯予防や歯周疾患予防のための実践力を育成するなどきめ細かい歯科保健対策が実施されています。
　　　　このため、福岡県学校歯科医会は、地域の歯科医師や歯科衛生士などの積極的な活用を図り、学校と地域が一体となった歯科保健活動を展開することが期待されています。

（５）福岡県医師会

福岡県医師会は、糖尿病などの全身疾患や降圧剤などの治療薬は歯周病の発症や進行に影響するなど、「歯や口の健康と全身状態が密接な関係にあること」について会員に周知することが求められています。また、各地域において郡市区歯科医師会との連携の場を設けるともに、各診療所の連携を推進していくことが求められています。

（６）その他の団体
食生活改善推進員連絡協議会、栄養士会などの各種団体は、県や市町村などと連携し、それぞれの活動のなかで、歯や口腔の健康づくりについて普及啓発を行うことが期待されています。

地域の特性に応じた　計画の運用
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図４―１―３　県と市町村の連携








NPO


ボランティア団体





保健所





市町村


保健センター（口腔保健室）





各種医療・福祉サービス





要介護者



































介護サービス提供者※





福祉施設


医療機関








連携



































連携





連携





県歯科医師会





養成・育成


／


協力











専門的かつ


技術的支援





保健サービス





難病者





障害者





保健サービス














福岡県歯科


保健医療計画





福岡県歯科保健医療推進協議会


（事務局：保健医療介護部医療指導課）




















住民代表





郡市区


歯科医師会

















介護・福祉


関係団体








事業所












































































































































「食育」について





平成17年、食育基本法が施行され、「食育」をキーワードとして健全な食生活を実践するための国民運動が推進されています。生涯、①自分の歯でおいしく食べられる。　②噛んで飲み込むことができる。③楽しい食事、楽しい会話ができるためには、健康な歯や歯ぐきを保ち、食べて飲み込む機能を保持することが大切となります。


このためには、子どもの頃から、バランスの良い食事を、おいしく、しっかり噛み、自分の歯を守っていくことが必要となります。


平成19年6月4日、日本歯科医師会、日本歯科医学会、日本学校歯科医会、日本歯科衛生士会の４団体は、「食育推進宣言」を発表し、次のような観点から、歯科医療保健の立場から食育を推進することにしています。





１　「食べ方」を通して、生涯にわたって安全で快適な食生活を営むことを目的とした   食育を推進する。





２  あらゆる場と機会を通して、口の健康を守り五感で味わえる食べ方ができる食育    を推進する
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